
  

 

 

 

 

 

 

 

 体育大会、盛会に終わる 
 

 晴天に恵まれた先日の５／１４（日）に、瑞穂中学校第６５回体育大会を「Ｎｏ Ｌｉｍｉｔ ～限界はない～」

を大会スローガンに掲げ、開催しました。当日は、コロナ禍の長いトンネルを抜けて、４年ぶりに地域の

方々を来賓としてお招きして開催することができました。感慨深いものを感じました。ある来賓の方から「レ

ベルの高い体育大会」というお言葉をいただきました。生徒たちの頑張り、それを支援・指導した教職員

の頑張りが、その言葉につながったものだととても嬉しく思いました。 

 体育大会に向けてはこれまで同様に「行事はみなさん（生徒）を鍛え、成長させるためにある。そのため

にもめざす生徒像をキーワードとして示した‘気合いと愛と夢‘を意識して取り組まなければならない。」と

話してきました。生徒たちの練習の様子に、そのことをちゃんと意識して取り組んでいる姿を感じていまし

た。また、本番で話した、「気合い、よし頑張るぞ。」「愛、仲間を信じ、仲間を助け、仲間に感謝し、協力す

るぞ。」「夢、みんなの力で勝利を勝ち取るぞ。」のそれぞれの思いを込めて、本当に一生懸命に競技や演

技に臨んでくれました。赤団、青団の一人ひとりの生徒が、自分たちの勝利をめざし、競い合う素晴らしい

姿を見せてくれました。一生懸命に走る姿には気合いがあり、仲間と協力する姿には愛が感じられました。

そういった姿をご覧になった保護者、来賓の方々は少なからず感動を覚えられたものと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、応援合戦も素晴らしかったと思います。硬軟織り交ぜた見事な応援でした。ここまで仕上げて来る

には苦労もあったことでしょう。ただ、今回は練習の中にタブレット端末を活用するという新しい取組もあ

りました。各団のそれぞれの演舞資料（画像）を、持ち帰ったタブレット端末で共有し、家で個人練習がで

きるようにしたことです。個人練習ですから周りの目も気にせず、自分のペースで練習できたことでしょう。

そして、学校で全体練習につなげていきました。その成果もあり、難しいダンス等もしっかりと覚えて演じる

ことができたのだと感心しました。 
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最後の演技と言える閉会式の中でのサークル（校歌斉唱）も良かったと思います。調子を合わせるのが難

しかったかもしれませんが、みんな大きな声で歌っていました。体育大会をしっかりと締めくくってくれまし

た。自校自賛になりますが、本当に素晴らしい、レベルの高い体育大会となりました。保護者及び来賓の

皆様には、たくさんのご声援をいただきました。本当にありがとうございました。 

 さて、体育大会終了後に職員会議を行い、反省や課題等を踏まえ、ここ数年はコロナ禍もあり半日日程

で開催してきた体育大会を、生徒のためにという下記のような視点で、次年度の開催については、昼食あ

り、本年度と同じ、組集団対抗戦による体育大会にしたいと考えています。 
 

① 時間に余裕を持たせ、準備から片付けまで、生徒が主体的に取り組めるようにする。 

② 時間短縮を図りながら、休憩をとったとしても生徒の体力的負担が大きい。熱中症等の心配。 

③ 競技数及び内容については大きな変更はない。サークルは継続する。 

④ 時間短縮のため今回、別日で行った解団式を当日の閉会式後に実施する。 
  

保護者の方にはいろんなお考えがあるかと思いますが、ご理解いただきまようお願いします。 
 

 成長したこと 
 

 体育大会では、生徒一人ひとりが成長しました。どんなところが成長 

したのか、今回の体育大会を中心となり引っ張ってくれた２人の団長に 

コメントをもらいましたので紹介します。 
 

 赤団団長 立石 珠子くん 

◯団長を務めて自分自身が成長したと感じるところ 

 一人ひとりに違った教え方や態度をする器用さが増しました。また、リーダーシップがさらに上にアップし

た。最後に体育大会に関わった人に一言「ありがとうございました。」 

◯赤団の生徒が成長したと思うところ 

 最初の方は、中々言うことを聞いてくれなくて、自己中心的に考える人が多かった。でも、最後はみんな

がみんなのことを考えて、自分たちで行動できる生徒にみんななれていて嬉しかった。 
 

 青団団長 吉弘 蒼空さん 

◯団長を務めて自分自身が成長したと感じるところ 

 私は人前に立って話すことが苦手でした。だから、たくさん悩むこともあったし、意見がぶつかりあったり、

自分を責めたりすることもありました。そういった苦境を乗り越えたからこそ、今、自信を持てたり、自分の

様々なものに対する考えが変わってきたのだと思います。忍耐力や持続力がつき、精神面でとても成長で

きたと思います。 

◯青団の生徒が成長したと思うところ 

 最初は、まとまりがなくまとめるのに苦労しました。しかし、段々とみんなで協力してできるようになってい

き、最後はお互い支え合いながら練習していました。本番でも大きな声で応援し合ってまとまったチームに

なれたと思いました。それぞれが一生懸命努力し、全員が成長できたと思います。 
 

※お願い① ５／２１（日）に町内各小学校では運動会が開催されます。中学生も応援・見学に行くと思

います。運動会は小学校の教育活動（授業）の１つです。中学校の方でも指導しますが、応援・見学をす

る場合は、自分の地区の応援テント等、決められた場所でするように声かけをお願いします。 

※お願い② ５／２４（水）の午後から、教職員を対象に吾妻中学校において雲仙市教育研究会が開催

されます。そのために、生徒は給食・短学活後の下校となります。帰宅後、１６時までは外出をせずに家庭

学習等で過ごすように指導します。各ご家庭での声かけ、見守りをお願いします。 


